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ご
相
談
は
年
度
内
随
時
承
り
ま
す
。

2　

資
金
借
入
申
込
書
類
提
出

　

融
資
相
談
会
を
経
て
、
融
資
を
申
し
込
ま
れ

る
場
合
は
、
資
金
借
入
申
込
書
を
本
事
業
団
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
東
京
都
以
外
の
道

府
県
の
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
中
学
校
・

小
学
校
・
幼
稚
園
・
専
修
学
校
等
に
つ
い
て
は
、

道
府
県
の
主
管
課
に
提
出
と
な
り
ま
す
）。

　

こ
の
と
き
、
資
金
計
画
、
償
還
計
画
、
担
保

物
件
、
保
証
人
等
に
関
す
る
書
類
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

工
事
請
負
契
約
書
、
土
地
売
買
契
約
書
等
の

事
業
内
容
を
確
認
す
る
た
め
に
必
要
な
書
類

は
、
同
時
又
は
整
い
次
第
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

3　

融
資
審
査
・
融
資
決
定

　

申
込
書
類
を
受
理
し
ま
し
た
ら
、
各
法
人
の

資
金
必
要
時
期
に
応
じ
て
、
融
資
審
査
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

4　

契
約
・
資
金
交
付

　

融
資
決
定
の
後
は
、
金
銭
消
費
貸
借
契
約
及

び
抵
当
権
設
定
契
約
の
締
結
と
な
り
ま
す
。

　

契
約
締
結
後
は
、
各
法
人
に
お
い
て
管
轄
法

務
局
へ
抵
当
権
設
定
登
記
申
請
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
本
事
業
団
か
ら
の
資
金
交
付
は
、
原

則
と
し
て
こ
の
登
記
手
続
き
が
完
了
し
た
後
と

な
り
ま
す
。

　

前
段
で
「
融
資
の
要
件
等
に
適
う
場
合
」
と

記
載
し
ま
し
た
が
、
次
頁
で
、
融
資
限
度
額
の

計
算
、
融
資
審
査
の
視
点
の
一
端
を
ご
説
明
し

て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
「
私
立
学
校
の
た
め
の
融
資
ガ
イ
ド
」
を
本
事

業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
（ http://w

w
w
.shigaku.go.jp 

）

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

融
資
部　

融
資
課

☎
○
三
（
三
二
三
○
）
七
八
六
二
〜
六
七

Ｅ
メ
ー
ル　

yushi@
shigaku.go.jp

融
資
部
融
資
課
の
連
絡
先
に
つ
い
て

　

本
事
業
団
で
は
、
二
十
年
四
月
に
融
資
課

の
組
織
を
改
編
し
ま
し
た
。
地
域
ご
と
に
担

当
係
を
置
き
、
よ
り
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
新
し
い
連
絡
先
は

次
の
と
お
り
で
す
。

融
資
第
一
係

　
（
北
海
道
〜
東
京
の
学
校
法
人
担
当
）

　
　

〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
六
二
〜
六
三

融
資
第
二
係

　
（
神
奈
川
〜
京
都
の
学
校
法
人
担
当
）

　
　

〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
六
四
〜
六
五

融
資
第
三
係

　
（
大
阪
〜
沖
縄
の
学
校
法
人
担
当
）

　
　

〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
六
六
〜
六
七

　

私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
学
校
教
育
の
振
興

を
図
る
た
め
、
私
立
学
校
の
施
設
整
備
等
に
要

す
る
資
金
に
つ
い
て
長
期
（
返
済
期
間
二
〇

年
）・
固
定
金
利
（
契
約
時
金
利
で
完
済
ま
で

固
定
）
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
早
期
返
済

タ
イ
プ
（
六
年
・
一
〇
年
）
は
、
よ
り
低
金
利

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
本
事
業
団
か
ら
資
金
を
借
り

入
れ
る
ま
で
の
手
続
き
に
視
点
を
当
て
て
ご
案

内
し
ま
す
。
な
お
、
本
誌
一
六
頁
「
融
資
事
業

の
ご
案
内
」
の
融
資
金
利
表
を
併
せ
て
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

　

図
は
、
融
資
の
相
談
か
ら
資
金
を
受
け
取
る

ま
で
の
融
資
事
務
の
流
れ
を
段
階
ご
と
に
示
し

た
も
の
で
す
。

1　

融
資
案
内
・
融
資
相
談

　

例
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
次
年
度
の

本
事
業
団
資
金
の
借
入
希
望
に
つ
い
て
照
会
し

ま
す
。
資
金
の
借
り
入
れ
を
希
望
す
る
旨
回
答

を
い
た
だ
い
た
法
人
に
は
、
事
業
の
概
要
、
資

金
計
画
等
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
「
融
資
相
談

票
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
そ
の
後
、
六
月
中
旬

頃
か
ら
「
融
資
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
相
談
会
は
個
別
相
談
の
形
を
と
り
、
学

校
法
人
か
ら
「
融
資
相
談
票
」
の
記
載
内
容
に

つ
い
て
お
聞
き
し
、
併
せ
て
本
事
業
団
か
ら
融

資
の
要
件
等
を
ご
説
明
す
る
場
と
し
て
設
け
る

も
の
で
す
。
事
業
内
容
等
が
融
資
要
件
に
適
う

場
合
は
、
借
り
入
れ
に
必
要
な
書
類
（
資

金
借
入
申
込
書
等
）
を
お
渡
し
し
、
今
後

の
手
続
き
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
「
融
資
説
明
会
」

の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
資

金
調
達
の
参
考
に
事
業
団
融
資
の
概
要
を

知
り
た
い
と
お
考
え
の
法
人
を
対
象
と
す

る
予
定
で
す
。
開
催
時
期
等
、
詳
細
は
あ

ら
た
め
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
流
れ
は
、
借
入
希
望
照
会

時
に
資
金
の
借
り
入
れ
を
希
望
さ
れ
た
場

合
の
も
の
で
す
が
、
借
り
入
れ
に
か
か
る

事
業
団
融
資
の
ご
活
用
を

事
業
団
融
資
の
ご
活
用
を

事
業
団
融
資
の
ご
活
用
を

１ 融 資 案 内 ・ 融 資 相 談
（２～３月頃）　　（５～６月頃）

２ 資 金 借 入 申 込 書 類 提 出
（７月中旬頃～随時）

３ 融 資 審 査 ・ 融 資 決 定

４ 契 約 ・ 資 金 交 付
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１．事業の適切性

２．資金計画の
　　妥当性　　

４．担保・保証人
　　の妥当性　　

３．償還の確実性

　実施する事業から算出します　

建物建築の場合：融資対象面積×建築単価×８０％
土地購入の場合：融資対象面積×購入又は評価単価×８０％
建物改修、備品購入等の場合：実施事業費×７５％
＊建築単価には上限があります。

　法人の正味資産（融資年度の前年度末）から算出します

（総資産－総負債）×３０％
＊本事業団からの借入金がある場合は、この金額も差し引きます。
　（総資産－総負債）×３０％－事業団借入金＊

　担保物件の評価額から算出します

担保物件の評価額×８０％以内
＊担保物件の評価額は、原則として路線価又は不動産鑑定士評価額により、

本事業団が定める額とします。

　融資の限度額とは？

次の１から３までの査定額のうち、最も低い金額が融資の限度額となります。

１．事業査定額

２．資産査定額

３．担保査定額

法人ごとの融資限度額の計算は以上ですが、融資実行にあたっては審査があります。
この限度額の計算を踏まえて、事業の内容、法人の資産、担保物件など、複数の視点から審査を行います。

　融資審査の視点とは？

・事業の目的・内容が適正であること
・運転資金、市中金融機関又は本事業団からの借
入金の借換えではないこと

・原則として土地・建物であ
ること

・法人の理事長は資産の有無
にかかわらず、連帯保証人
であること

・原則として対象となる事業
費の20%以上が、自己資金
であること
・借入金の償還に支障がない
資金繰りであること

・帰属収入から消費支出を差し引いた額（基本金
組入れ前の額をいう）が確実に見込まれること

これらを、借入申込書とともに提出いただく、計算書類、償還計画、提供担保物件一覧、請負契約書等にて確認し、審
査することになります。

※．矢印のコメントは
例示です。
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学
校
法
人
等
基
礎
調
査
は
、
私
学
事
業
団
の

総
合
的
な
私
学
デ
ー
タ
バ
ン
ク
構
想
の
一
環
と

し
て
、
特
別
支
援
学
校
・
幼
稚
園
・
専
修
学
校

又
は
各
種
学
校
を
設
置
し
て
い
る
学
校
法
人
、

学
校
法
人
以
外
の
法
人
及
び
個
人
を
対
象
に
、

都
道
府
県
の
ご
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門

学
校
・
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
中
学
校
・

小
学
校
を
設
置
し
て
い
る
学
校
法
人
は
、
別
途

に
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
調
査
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
調
査
は
、
私
立
学
校
の
基
本
的
か
つ
総

合
的
な
も
の
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
の
実
施
し

て
い
た
「
私
立
学
校
の
財
務
状
況
調
査
」
を
本

事
業
団
で
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。

　

平
成
十
九
年
度
に
は
、
九
〇
％
以
上
の
学
校

法
人
等
か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
二

十
年
度
調
査
に
つ
き
ま
し
て
も
例
年
ど
お
り
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
学
校
法
人
等
の
皆
様
に

は
、
集
計
（
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学

校
・
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
・
中
学
校
・

小
学
校
法
人
の
設
置
す
る
幼
稚
園
、専
修
学
校
、

各
種
学
校
を
含
む
）
結
果
と
し
て
『
今
日
の
私

学
財
政
』（
冊
子
）
を
刊
行
し
、
活
用
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

調
査
の
目
的

　

私
立
学
校
の
収
入
及
び
支
出
の
実
態
並
び
に

学
校
法
人
等
の
資
産
等
の
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
事
業
団
業
務
の
基
礎
・
参

考
資
料
及
び
私
学
関
係
予
算
要
求
等
の
資
料
と

し
、
併
せ
て
学
校
法
人
等
の
運
営
の
参
考
に
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ

の
情
報
は
、
前
述
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た

し
ま
せ
ん
。

調
査
票
の
配
付
・
提
出
の
手
順

調
査
票
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

　
「
学
校
法
人
等
基
礎
調
査
」の
様
式
、記
入
例
、

説
明
書
を
、
本
事
業
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

パ
ソ
コ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

提
出
さ
れ
る
調
査
票
は
、
当
該
様
式
を
利
用

し
て
パ
ソ
コ
ン
で
入
力
・
印
刷
し
た
も
の
で
も
、

従
前
の
方
法
（
都
道
府
県
か
ら
送
付
さ
れ
た
調
査

票
へ
の
手
書
き
）
に
よ
る
も
の
で
も
ど
ち
ら
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
都
道
府

県
へ
の
提
出
は
紙
媒
体
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
法
人
等
基
礎
調
査
説
明
書
（
記

入
要
領
等
）
に
「
事
務
の
流
れ
」「
よ
く
あ
る

質
問
」
を
新
た
に
追
加
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用

下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー 

私
学
情
報
室

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
八
四
〇
〜
四
三

Ｅ
メ
ー
ル　

k-chousa@
shigaku.go.jp

①日本私立学校振興・共済事業団ホームページへアクセス
（http://www.shigaku.go.jp）
　　　　　↓
②「私学振興事業本部」をクリック
　　　　　↓
③「経営支援・情報提供」をクリック
　　　　　↓
④「『平成20年度学校法人等基礎調査』調査様式等のダウン
　ロード」をクリック
　　　　　↓
⑤文書中段にある各ファイル名をクリックしパソコンに
　ダウンロード
　　　　　↓
⑥データの入力、印刷
　　　　　↓
⑦各都道府県に提出
　（都道府県の定めた期限までにご提出をお願いします）

①　調査依頼
②　調査票送付

⑦　調査票返送
⑥　調査票整理・確認

③　調査票配付

⑤　調査票返送

④　調査票作成

私 学 事 業 団
平成 20 年８月31日締切

学 校 法 人 等

都 道 府 県 知 事

〜
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
　
　
　

調
査
票
様
式
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
〜

平
成
二
十
年
度
学
校
法
人
等
基
礎
調
査
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助
成
部
補
助
金
課
で
は
、
す
で
に
電
子
窓
口
に
て
ご
案
内

し
ま
し
た
と
お
り
「
平
成
二
十
年
度
私
立
大
学
等
経
常
費
補

助
金
事
務
担
当
者
研
修
会
」（
以
下
、「
研
修
会
」
と
い
い
ま

す
。）
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、「
経
験
者
編
」
を
六
月
三

日
の
東
京
会
場
を
皮
切
り
に
全
国
六
会
場
で
、「
入
門
者
編
」

を
七
・
八
月
に
私
学
事
業
団
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
経
験
者
編
」
で
は
、
一
般
補
助
・
特
別
補
助
の
平
成
十
九
・

二
十
年
度
以
降
の
変
更
点
及
び
配
分
方
法
、
会
計
検
査
院
の
実

地
検
査
の
状
況
等
を
中
心
と
し
た
説
明
を
行
い
、
文
部
科
学
省

私
学
助
成
課
か
ら
、
高
等
教
育
の
施
策
、
直
接
補
助
（
私
立
大

学
等
研
究
設
備
整
備
費
補
助
金
等
）
の
現
状
、
当
該
補
助
金

の
申
請
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
の
説
明
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
入
門
者
編
」
で
は
、
補
助
金
制
度
の
概
要
を
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、

申
請
書
類
と
計
算
表
の
関
係
や
初
歩
的
な
注
意
点
等
を
説
明

す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
研
修
会
資
料
に
つ
い
て
は
、
当
日
、
冊
子
ま
た
は

紙
で
の
配
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
参
加
い
た
だ
く
方

は
、
お
手
数
で
す
が
親
認
証
の
登
録
を
行
っ
て
い
る
端
末
よ

り
電
子
窓
口
に
て
資
料
を
事
前
に
出
力
の
う
え
、
ご
持
参
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
資
料
の
掲
載
日
に

つ
い
て
は
、
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

研
修
会
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

１
．
一
般
補
助

（
１
）
平
成
十
九
年
度
の
変
更
点
及
び
配
分
方
法

①
補
助
金
不
交
付
と
な
る
定
員
超
過
率
の
取
り
扱
い

②
補
助
単
価
等
の
見
直
し

③
調
整
係
数
表
の
見
直
し

④
高
額
給
与
調
整
の
見
直
し

⑤
定
員
割
れ
学
部
等
へ
の
減
額
措
置

（
２
）
平
成
二
十
年
度
以
降
の
変
更
点
及
び
配
分
方
法

①
定
員
割
れ
学
部
等
へ
の
減
額
措
置

２
．
特
別
補
助

（
１
）
平
成
十
九
年
度
の
変
更
点
及
び
配
分
方
法

①
申
請
ゾ
ー
ン
の
取
り
扱
い

②
新
規
項
目

・
定
員
割
れ
改
善
促
進
特
別
支
援
経
費

・
新
規
学
習
ニ
ー
ズ
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
経
費

・
地
域
の
子
育
て
・
も
の
づ
く
り
支
援

・
地
域
教
育
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
形
成
支
援
他

③
各
補
助
項
目
の
改
正
及
び
変
更
点
等

（
補
助
単
価
・
キ
ザ
ミ
表
の
見
直
し
等
）

（
２
）
平
成
二
十
年
度
以
降
の
変
更
点
及
び
配
分
方
法

①
申
請
ゾ
ー
ン
の
取
り
扱
い

②
新
規
項
目
に
つ
い
て

・
九
月
入
学
の
推
進

３
．
会
計
検
査
院
の
実
地
検
査

　

①
平
成
十
九
・
二
十
年
の
検
査
状
況

　

②
過
去
の
不
当
事
項
事
例

※
研
修
会
当
日
は
、
会
場
内
に
一
般
補
助
、
特
別
補
助
、
文
部

科
学
省
直
接
補
助
に
つ
い
て
の
「
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　

補
助
金
課

☎
〇
三
（
三
二
三
〇
）
七
三
〇
〇
〜
七
三
一一

Ｅ
メ
ー
ル　

hojokin@
shigaku.go.jp

札幌会場（経験者編）
６月１０日（火）
北海学園大学 

（札幌市豊平区） 

仙台会場（経験者編）
６月１７日（火）
東北学院大学
（仙台市青葉区）

東京会場（経験者編）
６月３日（火）・４日（水）
文京学院大学（東京都文京区）

私学事業団・九段事務所（入門者編）
７月１６日（水）～１８日（金）
８月６日（水）～８日（金）
※入門者編は私学事業団のみの開催名古屋会場（経験者編）

６月１０日（火）
愛知大学（名古屋市東区）

大阪会場（経験者編）
６月２４日（火）

大阪学院大学（大阪府吹田市）

福岡会場（経験者編）
６月１７日（火）
福岡大学

（福岡市城南区）

研修会開催日程等

平
成
二
十
年
度

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

事
務
担
当
者
研
修
会
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私学振興事業本部電子メールアドレス一覧私学振興事業本部電子メールアドレス一覧

　学校法人が行う経営改善の取り組みへの支援及び情報の収集・提供業務は従来「私学経営相談センター」と「私学情報
部」の２つの部に分かれて実施してきましたが、平成20年４月からは、情報の入口から出口までを一本化することで効果
的で効率的な業務運営を推進するため、両部を統合し、「私学経営情報センター」を新設しました。同センターで提供し
ている主なサービス内容と連絡先は次表のとおりです。

私学経営情報センターを新設しました

（電話・メール等によるご質問への回答）
●会計処理等のご質問　03－3230－7846、7847
●基礎調査票ｅ－マネージャについての質問
　　　　　　　　　　　03－3230－7840、7841

（私学情報センター）九段事務所１Ｆ　03－3230－7846、7847
●各学校法人の規程集、事業報告書等が閲覧できます

（私学データ作成システム）03－3230－7844、7845
インターネットを利用して、申込手続きなしに、直接以下
のデータや分析資料が出力できます（月報私学19年10月号
参照）
●財務比率分析表 ●財務シミュレーション ●活性化分析等

（依頼に基づく資料提供）03－3230－7850、7851
「私学データ作成システム」で作成できない特別な加工が必要な分析デー
タについては、本事業団へ「データ提供依頼書」を提出していただいた
上で、作成・提供いたします

（講師派遣）03－3230－7826
●センターの職員を講師として派遣いたします
　（依頼内容又は業務の繁忙期等により対応できない場合があります）
●講師派遣については交通費と講演料が必要です
　講演料の目安（１日）２時間以内：３万円、　２時間以上：５万円

（簡易相談）原則資料提供のみ　03－3230－7850、7851
必要に応じて、本事業団九段事務所において資料の提供と説明を行います

（経営相談）03－3230－7830、7831、7832
● 学園を訪問し、経営改革のキーマンとなる役員・教職員の方々にヒア
リングしながら、解決策を探ります

● 学園の抱える経営上の問題点について現状分析、問題点の把握、考え
られる対応策を整理してアドバイスをいたします

● 必要に応じて本事業団が委嘱した専門家（公認会計士、弁護士等）と
共同で実施します

●経営困難な状態にある法人から優先的に実施します
● １回だけの実施ではなく、改革の進捗状況を継続的にモニタリングし、
適時適切な助言等を行います

＜私学経営情報センターが提供できるサービス＞

○会計処理等のご質問
　会計処理の仕方を教えてほしい

○基礎調査等のご質問
　基礎調査票ｅ－マネージャの入力・操
作等について教えほしい

○規程集等の閲覧
　他の学校の規程集、事業報告書等の事
例を参考にしたい

○財務分析とその解説
　・学園の財務分析をしてほしい
　・教職員の危機意識を喚起したい

○成功事例等の紹介
　「学生募集対策」「人事考課」等につい
て他校で実施している具体的な事例を
紹介してほしい

○研修会実施の支援
　学園の役員、教員、職員を対象にした
研修会の実施に協力してほしい

○経営上の問題への解決策の提案
　「学生募集」「人件費削減」等の経営上
の問題について、学園の状況にあった提
案をしてほしい

○経営改善計画の作成支援
　学校法人活性化・再生研究会最終報告
で提案されている。目標と期限を明確に
した経営改善方策を作成し、経営改善に
努めたいが、その作成を支援してほしい

http://www.shigaku.go.jp/s_center_
saisei.pdf
16ページ～18ページ、31ページ参照

＜学校法人の要望例＞

部　　　署　　　名 メールアドレス

企 画 室 kikaku@shigaku.go.jp

総 務 部
総 務 課 somu@shigaku.go.jp

人 事 課 jinji@shigaku.go.jp

財 務 部 経 理 第 一 課 keiri1@shigaku.go.jp

シ ス テ ム 管 理 室 system-k@shigaku.go.jp

私学経営情報センター
経 営 支 援 室 shien@shigaku.go.jp

私 学 情 報 室
（基礎調査関係）

center@shigaku.go.jp
k-chousa@shigaku.go.jp

部　　　署　　　名 メールアドレス

融 資 部
融 資 課 yushi@shigaku.go.jp

審 査・ 管 理 室 kanri@shigaku.go.jp

助 成 部
補 助 金 課 hojokin@shigaku.go.jp

寄 付 金 課 kifukin@shigaku.go.jp

　本事業団私学振興事業本部（九段事務所）の各課では、電子メールによる事務問い合わせ等を取り扱っていますので、
ご利用ください。メールアドレスは下表のとおりです。

第 1 2 5 号平成 2 0 年 5 月 1 日
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▶参加対象者等
・学校法人等の共済事務担当者
・各学校から２名まで
・申し込みは１コースのみ

▶研修内容
①　２日コース
　私学共済の共済業務全般について、基礎的な業務内容
の研修を行います。
②　１日コース
　私学共済制度の業務内容の中で、研修希望の多い資格・
短期・長期をテーマに基礎的な研修と事務手続きの演習
を行います。

▶申し込み方法等
①　申込期限
　開催案内の「平成20年度 第１回 私学共済事務担当者
研修会参加申込書」により、５月30日（金）【必着】まで
に共済事業本部あて郵送によりお申し込みください。
②　参加通知
　申込者数が各コースの定員を超えた場合は抽選によ
り参加者を決定します。なお、参加の可否は６月中旬
までに学校法人等あてにお知らせします。

研修会会場・日程等一覧
会　　場 コース 実　施　日 定　員 研修内容

札幌ガーデンパレス ２日 ８月６日（水）～ ８月７日（木） 40名 共済業務全般

仙台ガーデンパレス ２日 ８月20日（水）～ ８月21日（木） 40名 共済業務全般

東京ガーデンパレス

１日 ７月15日（火） 40名 資格・短期

１日 ７月16日（水） 40名 長期

１日 ７月23日（水） 40名 資格・短期

２日 ７月24日（木）～ ７月25日（金） 40名 共済業務全般

１日 ７月29日（火） 40名 資格・短期

２日 ７月30日（水）～ ７月31日（木） 40名 共済業務全般

１日 ８月18日（月） 40名 資格・短期

１日 ８月19日（火） 40名 長期

１日 ８月20日（水） 40名 資格・短期

１日 ８月21日（木） 40名 長期

名古屋ガーデンパレス
１日 ７月15日（火） 45名 資格・短期

２日 ７月16日（水）～ ７月17日（木） 45名 共済業務全般

京都ガーデンパレス ２日 ７月30日（水）～ ７月31日（木） 40名 共済業務全般

大阪ガーデンパレス

１日 ７月23日（水） 40名 資格・短期

１日 ７月24日（木） 40名 長期

１日 ８月20日（水） 40名 資格・短期

１日 ８月21日（木） 40名 長期

広島ガーデンパレス ２日 ７月16日（水）～ ７月17日（木） 45名 共済業務全般

福岡ガーデンパレス
１日 ８月５日（火） 45名 資格・短期

２日 ８月６日（水）～ ８月７日（木） 45名 共済業務全般

平成20年度　第１回　私学共済事務担当者研修会
７月15日（火）～８月21日（木）

　私学共済制度の業務内容や業務手続きなどを習得していただくため、今年度も基礎的事項を中心とした事務担当者研
修会を各ガーデンパレスで開催します。詳しくは、４月分掛金納付通知書（５月中旬送付）に同封します開催案内をご
覧ください。
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本
誌
三
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お

り
、
五
月
中
旬
に
「
私
学
共
済 
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
加
入
者
用
を
学
校
法
人
等
あ
て
に
送
付
し

ま
す
。

　

加
入
者
ご
と
に
親
展
封
筒
に
入
れ
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、各
加
入
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
々
の
封
筒
に
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

同
封
し
て
い
ま
す
の
で
「
私
学
共
済 

ね
ん
き
ん

特
別
便
」
を
ご
覧
に
な
る
際
の
参
考
に
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
（
事

務
担
当
者
用
に
も
一
部
同
封
し
て
い
ま
す
）。

　

な
お
、「
私
学
共
済 

ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
は
、

加
入
者
用
、
元
加
入
者
用
、
年
金
受
給
者
用
の

三
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
元
加
入
者
用
と
年
金

受
給
者
用
は
個
人
の
住
所
あ
て
に
送
付
し
て
い

ま
す
。

※
在
職
中
の
年
金
受
給
権
者
に
は
、
加
入
者
用

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

◎
送
付
対
象
者
は

　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
一
日
時
点
、
本
事
業

団
で
確
認
し
て
い
る
加
入
者
で
す
（
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
創
設
に
伴
い
、
私
学
共
済
制
度
か

ら
脱
退
し
た
人
を
含
み
ま
す
）。

◎
記
載
内
容
は

　

私
学
共
済
制
度
の
年
金
加
入
記
録
で
す
。
加

入
者
番
号
、
学
校
等
名
称
、
資
格
取
得
年
月
日
、

退
職
年
月
日
、
加
入
月
数
等
を
記
載
し
て
い
ま

す
。
複
数
期
間
が
あ
る
場
合
は
お
の
お
の
の
期

間
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
記
載
内
容
に
相
違
が
あ
る
な
ど
の
場

合
は
、
現
在
の
所
属
学
校
法
人
等
を
通
じ
て
ご

連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
乙
種
校
の
加
入
者
期
間
や
、
任
意
継
続
加
入

者
期
間
な
ど
短
期
給
付
の
み
適
用
さ
れ
て
い
る

期
間
は
表
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

◎
記
載
内
容
の
照
会
等
は

　
「
私
学
共
済 

ね
ん
き
ん
特
別
便
」
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　

〇
三
（
三
八
一
三
）
五
二
九
一

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間　

月
〜
金
曜
日
（
休
・
祝
日
除
く
）

　
　
　
　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分

※
社
会
保
険
庁
か
ら
後
日
、
送
付
さ
れ
る
「
ね

ん
き
ん
特
別
便
」
に
も
一
部
私
学
共
済
制
度
の

年
金
加
入
記
録
が
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
、
私
学
共
済
制
度
の
期
間
の
す
べ
て
が
社
会

保
険
庁
に
登
録
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

私
学
共
済
制
度
の
年
金
加
入
記
録
の
確
認

は
、
本
事
業
団
が
送
付
す
る
「
私
学
共
済 

ね
ん

き
ん
特
別
便
」
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
二
十
年
度
の
年
金
額
の
改
定
等

　

現
在
決
定
さ
れ
て
い
る
年
金
額
（
※
特
例

水
準
）
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
総
務
省
発

表
の
「
全
国
消
費
者
物
価
指
数
」
の
対
前
年

比
変
動
率
に
よ
り
改
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
に
お
け
る
「
全
国
消
費
者
物

価
指
数
」
の
対
前
年
比
変
動
率
は
〇
・
〇
％

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
伴
う
改
定
後

の
年
金
額
は
前
年
度
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

●
改
定
通
知
書
の
送
付
に
つ
い
て

　

年
金
額
が
昨
年
度
と
同
額
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
二
十
年
度
の
改
定
通
知
書
の
送

付
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。た
だ
し
、

関
係
政
令
の
公
布
等
に
よ
り
、
年
金
額
又
は

支
給
額
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は

改
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＜参考＞昨年度までの年金額の改定経過 （▲ マイナス）

改定年度 改定の内容（※特例水準） 前年の物価指数の
対前年比

平成12年度

減額改定せず据え置き
（累積▲1.7％）

▲0.3％

　　13年度 ▲0.7％

　　14年度 ▲0.7％

　　15年度 減額改定（▲0.9％） ▲0.9％

　　16年度 減額改定（▲0.3％） ▲0.3％

　　17年度 前年同額 　0.0％

　　18年度 減額改定（▲0.3％） ▲0.3％

　　19年度 特例水準据え置き 　0.3％

 ※現在の年金額は、平成12年度から14年度までの物価下落による減額改
定を行わなかったことにより、平成16年の法律改正による年金額の水準
（本来水準）よりも最大1.7％かさ上げされています（これを「特例水準」
といいます）。
　この特例水準の年金額は、かさ上げ分の解消のため、物価指数が下落
したときのみ減額改定されることとなっています。

年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ

年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ

「「
私
学
共
済

私
学
共
済

ね
ん
き
ん
特
別
便
」

ね
ん
き
ん
特
別
便
」

加
入
者
に
配
付
し
て
く
だ
さ
い

加
入
者
に
配
付
し
て
く
だ
さ
い

平
成
二
十
年
度
の
年
金
額
改
定
に
つ
い
て
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　本年４月から学校法人等の実施する健康診断は、学校保健法施行規則・労働安全衛生規則の一部を改正する省令により
健診項目が変更になり、高齢者の医療の確保に関する法律による特定健康診査の健診項目がほぼ含まれることになりまし
た。健診項目は下表のとおりです。
　定期健康診断の結果の中から特定健康診査に関する記録の写しを本事業団に提供してください。なお、提出は６月中旬
に本事業団から送付する提出要領を確認のうえお願いします。また、提出の際は健診項目、質問項目に不足のないようご
注意ください。
　提出形態のひとつであるＣＳＶ形式の仕様書を５月中旬にホームページに掲載しますので、ご利用ください。
※ ｢特定健康診査等実施計画｣「標準的な特定健康診査受診結果票」「標準的な質問票」「Ｑ＆Ａ」を私学共済事業ホームペー
ジに掲載しています。
　http://www.shigakukyosai.jp/

健　診　項　目
特定健康診査 労働安全衛生法 学校保健法 項目名

身体計測

○ ○ ○ 身長
○ ○ ○ 体重
○ ○ ○ BMI
○ ○ ○ 腹囲

○ ○ 業務歴
○ ○ ○ 既往歴
○ ○ ○ 自覚症状
○ ○ ○ 他覚症状

血圧等 ○ ○ ○ 血圧（収縮期/拡張期）

生化学検査

○ ○ ○ 中性脂肪
○ ○ ○ HDLコレステロール
○ ○ ○ LDLコレステロール
○ ○ ○ AST（GOT）
○ ○ ○ ALT（GPT）
○ ○ ○ γ- GT（γ- GTP）

血糖検査 ● ● ● 空腹時血糖
● ● ● HbA1c

尿検査 ○ ○ ○ 尿糖
○ ○ ○ 尿蛋白

血液学検査
□ ヘマトクリット値
□ ○ ○ 血色素量［ヘモグロビン値］
□ ○ ○ 赤血球数

生理学検査

□ ○ ○ 心電図
○ ○ 胸部エックス線検査
□ □ 喀痰検査
□ □ （ガフキー）

○ 上部消化管エックス線
○ ○ 視力
○ ○ 聴力

□ 眼底検査

医師の判断 ○ ○ ○ 医師の診断（判定）
○ ○ 医師の意見

質問票

○ 服薬
☆ ○ 既往歴
☆ 貧血
○ 喫煙
☆ 20歳からの体重変化
☆ 30分以上の運動習慣

○……必須項目　□……医師の判断に基づき選択的に実施する項目　●……いずれかの項目の実施で可
☆……情報を入手した場合に限り医療保険者に報告する項目

特定健康診査・特定保健指導のお知らせ
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加
入
者
証
の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

加
入
者
証
の
未
回
収
に
つ
い
て
定
期
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
加
入
者
の
退
職
や
所
属
学
校
変
更
、
ま
た
、
被
扶
養
者
の
取
り

消
し
等
の
手
続
き
の
際
に
は
加
入
者
証
を
必
ず
回
収
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
完
全
回
収
に
は
苦
慮
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
未
回
収
の
加
入
者
証
が
あ
る
学
校
法
人
等
に

つ
い
て
は「
加
入
者
証
回
収
調
査
票
」に
よ
り
定
期
的
に
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
調
査
票
が
届
き
ま
し
た
学
校
法
人
等
に
お
い
て
は
、

調
査
内
容
を
確
認
の
う
え
、
必
ず
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　

無
資
格
で
加
入
者
証
を
使
用
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　近年、柔道整復師や鍼灸あん摩マッサージ師の施術を受ける方が増えていますが、これらの施術は保険適用の
範囲が限られております。
　そこで、療養費の支給対象についてお知らせいたします。

保険適用と認められる 保険適用と認められない

柔道整復施術
（接骨院、整骨院等）

突発的な外傷性による
・骨折
・脱臼
・打撲
・捻挫

単なる肩こり、筋肉疲労

鍼灸あん摩マッサージ施術
（鍼灸治療院等）

慢性的な疼痛や筋麻痺、関節拘縮があり、
医師から施術に対する同意を得ている場合

・単なる肩こり、筋肉疲労
・身体の疲労回復を目的としているもの
・疾病予防を目的としているもの

その他医療行為を目的と
していないもの　　　　

・リフレクソロジー
・エステマッサージ
・整体
・温泉療法

　ここ数年、整骨院や鍼灸院などの治療院が地域に増え、なかには看板に『各種保険取扱い』と掲げているとこ
ろがありますが、実際に保険対象となるものは上記のものに限られていますのでご注意ください。
　治療院に通院した際は、療養費請求書に医師の同意書、領収書および施術の内訳書（いずれも原本）を添付の
うえ、療養費をご請求ください。

七
十
〜
七
十
四
歳
の
患
者
自
己

負
担
凍
結
措
置
に
伴
う
療
養
費

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　

七
十
〜
七
十
四
歳
の
方
（
標
準
給
与
の
月
額
二
十
八
万
円
以
上
の

方
を
除
く
）
の
窓
口
負
担
は
、
政
府
に
よ
る
引
き
上
げ
凍
結
措
置
に

よ
り
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
二
十
一
年
三
月
ま
で
の
一
年
間
は
現

行
ど
お
り
一
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
措
置
の
実
施
に
よ
り
療
養
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
現
行

ど
お
り
医
療
費
の
九
割
（
事
業
団
八
割
、
国
庫
負
担
一
割
）
の
給
付

と
な
り
ま
す
。

柔道整復施術（整骨院または接骨院）、
鍼灸あん摩マッサージ施術による

療養費の請求について
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教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
で
は
、教
育
委
員
会
、

国
立
大
学
法
人
、
私
立
学
校
等
の
福
利
厚
生
担

当
者
を
対
象
と
し
て
、
生
涯
生
活
設
計
の
必
要

性
や
実
践
的
な
知
識
・
技
術
を
習
得
い
た
だ
く

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
「
生
涯
生
活
設
計
セ
ミ

ナ
ー
」
を
、
文
部
科
学
省
の
後
援
の
も
と
開
催

し
て
い
ま
す
。

▼
内
容

　

二
日
間
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
ま
ず
は
ご

自
身
の
生
涯
生
活
設
計
の
必
要
性
を
体
感
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。　

二
日
目
の
午
後
は
、
国
立

大
学
法
人
等
の
事
例
紹
介
や
セ
ミ
ナ
ー
を
企

画
・
運
営
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

▼
日
程
・
会
場

　

第
一
回　

平
成
二
十
年
七
月
三
日
〜
四
日

　
　
　

会
場　

ホ
テ
ル
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川

　

第
二
回　

平
成
二
十
年
七
月
十
日
〜
十
一
日

　
　
　

会
場　

ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン
青
山

▼
参
加
費　
　
　

三
、〇
〇
〇
円

▼
申
込
締
め
切
り
日

　

平
成
二
十
年
五
月
十
四
日
（
水
）
必
着

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

財
団
法
人　

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団

 

事
業
部
「
セ
ミ
ナ
ー
担
当
」

　

電
話　

○
三
（
五
三
六
八
）
一
八
八
二

　

Ｅ
メ
ー
ル　

011@
kyosyokuinzaidan.com

　

私
学
事
業
団
で
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
退

職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
、
豊
か
で
実
り
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
の
一
助
と
な
る
よ
う
「
生

涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
同
様
、
財
団
法
人
教
職
員
生
涯
福
祉
財
団

と
の
共
催
に
よ
り
講
義
と
実
習
の
併
用
に
て
行

い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
・
申
し
込
み
方
法
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

▼
内
容

　

退
職
後
の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
考
え
る
際
に

参
考
と
な
る
、
私
学
共
済
制
度
の
年
金
概
要
・

退
職
後
の
医
療
保
険
制
度
の
解
説
、
並
び
に
経

済
生
活
、
生
き
が
い
、
健
康
に
つ
い
て
の
講
義

と
実
習
を
交
え
な
が
ら
進
行
し
、
こ
れ
か
ら
の

生
涯
生
活
設
計
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　

加
入
者
と
そ
の
配
偶
者

▼
時
間

　

午
前
九
時
二
十
分
〜
午
後
五
時

▼
参
加
費

　

・
一
人
参
加　
　
　

三
、〇
〇
〇
円

　

・
夫
婦
参
加　
　
　

六
、〇
〇
〇
円

　
 

＊
参
加
費
に
は
、
テ
キ
ス
ト
代
・
昼
食
代
等

を
含
み
ま
す
。

▼
宿
泊
の
手
配
・
費
用

　

宿
泊
が
必
要
な
場
合
は
、
各
自
で
手
配
し
て

く
だ
さ
い
。
費
用
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

ハ
ガ
キ
、
封
書
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
下
記

の
記
入
例
の
要
領
で
申
込
書
を
作
成
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）。

▼
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
一
六
○-

○
○
一
二

　

東
京
都
新
宿
区
南
元
町
二
三

 

公
立
共
済
四
谷
ビ
ル　

三
階　

　

財
団
法
人　

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団

 

事
業
部
「
セ
ミ
ナ
ー
担
当
」　

　

電
話　

○
三
（
五
三
六
八
）
一
八
八
二

　

Ｅ
メ
ー
ル　

011@
kyosyokuinzaidan.com

▼
申
込
締
め
切
り
日

　

平
成
二
十
年
六
月
二
十
五
日
（
水
）
必
着

　

 

＊
申
込
者
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選

に
よ
り
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。
結
果
は
締
め

切
り
日
か
ら
七
日
以
内
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

 

＊
都
合
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合

は
、
早
め
に
文
書
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申込記入例

・参加者氏名　　湯島太郎（加入者58歳）

　　（年齢）　　　湯島花子（　妻　54歳）

・加入者番号　13A××××―×××××

・参加者の住所　〒（自宅の住所）

・電話番号　　（自宅の電話番号）

・メールアドレス

・所属学校名　　（○○大学）

・電話番号　　（学校の電話番号・内線番号）

・希望日

　　第１希望　８月４日東京ガーデンパレス

　　第２希望　８月８日京都ガーデンパレス

▼
主
催　

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

　
　
　
　

財
団
法
人　

教
職
員
生
涯
福
祉
財
団

学
校
の
福
利
厚
生
担
当
者
を

対
象
と
す
る

セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

平
成
二
十
年
度

生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

生
涯
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

八
月　
　

八
日
（
金
）　

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス　

定
員　

五
十
名

八
月
二
十
二
日
（
金
）　

福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス　

定
員　

五
十
名

八
月　
　

一
日
（
金
）　

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス　

定
員　

五
十
名

八
月　
　

四
日
（
月
）　

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス　

定
員　

五
十
名
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資格関係の報告内容の訂正
～加入者証などの内容を確認しましたか？

訂正や取り消しに使用する報告書 （詳しくは19年版「事務の手引」をご覧ください）

訂　正　等　の　内　容 報　告　書　名 記入例
（事務の手引）

資格取得（新規・継続・再取得）
所属学校等変更 を取り消すとき
※ 所属学校変更の取り消しは、
　後任校から提出してください。

資格取得報告書等の取下げ申出書

P199

資格取得年月日（新規・継続・再取得）
所属学校等変更年月日
資格喪失年月日
資格喪失事由 を訂正するとき

加入者資格取得日・喪失日等訂正申出書

P201

加入者の生年月日・性別・氏名・住所
を変更・訂正するとき

加入者異動報告書 P106

被扶養者の生年月日・性別・氏名・続柄
を変更・訂正するとき

被扶養者異動報告書 P202

被扶養者の認定年月日
被扶養者の取消年月日
被扶養者の取消事由 訂正するとき

被扶養者認定日・取消日等訂正申出書
P203

被扶養者認定
被扶養者の取り消し を取り下げるとき

被扶養者認定・取消申請の取下げ申出書 P204

資格取得時（新規・継続・再取得）
定時決定（標準給与基礎届書）
標準給与改定届書 の給与額を訂正するとき

給与訂正申出書
P205

基礎年金番号の報告を訂正するとき 任意の用紙
※ 加入者番号、氏名、生年月日、正しい基礎年金
番号を記入し、基礎年金番号通知書等基礎年金
番号が分かるものの写しを添付して、業務部資
格課あてに郵便又はFAXで提出してください。

－

　

加
入
者
証
や
確
認
通
知
書
な
ど
の
記
載
内

容
を
確
認
し
ま
し
た
か
？
「
資
格
取
得
報
告

書
」
や
「
被
扶
養
者
認
定
申
請
書
」
等
に
報

告
誤
り
が
あ
り
ま
す
と
、
誤
っ
た
加
入
者
証

が
交
付
さ
れ
た
り
誤
っ
た
記
録
が
管
理
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
掛
金
や
将
来
の
給
付
の
支

給
等
に
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

　

報
告
の
内
容
を
訂
正
す
る
と
き
や
報
告
の

手
続
き
そ
の
も
の
を
取
り
消
す
と
き
は
、
下

表「
訂
正
や
取
り
消
し
に
使
用
す
る
報
告
書
」

を
ご
覧
の
う
え
、
必
ず
訂
正
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

① 　

訂
正
の
手
続
き
が
相
当
期
間
遅
れ
て

い
る
場
合
や
訂
正
の
理
由
に
よ
っ
て

は
、
遅
延
理
由
書
や
事
実
確
認
の
た
め

の
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

② 　

加
入
者
証
の
記
載
事
項
（
住
所
を
除

く
）
に
関
係
す
る
訂
正
に
つ
い
て
は
、

訂
正
処
理
後
に
正
し
い
加
入
者
証
を
交

付
し
ま
す
。
訂
正
前
の
加
入
者
証
は
学

校
法
人
等
で
回
収
し
、「
差
し
替
え
に

よ
る
加
入
者
証
返
納
理
由
書
（
二
）」

（
十
九
年
版
『
事
務
の
手
引
』
一
一
四

ペ
ー
ジ
参
照
）
を
添
付
し
て
共
済
事
業

本
部
あ
て
に
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。
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募集期間６月２日（月）～６月30日（月）私学事業団必着

積立共済年金・共済定期保険 平成20年度 前期募集 平 成 2 0 年
10月１日加入）（

積立共済年金
　加入者が在職中に掛金を積み立て、その積立金と配当金を原資として、退職（脱退）後に年金などを受け取ること
ができる公的年金の補完的な制度です。
　この制度には次の２コースがあります。

税制適格コース（個人年金保険料控除の対象） 自由選択コース（一般生命保険料控除の対象）

満65歳までに10年以上掛金を積み立て
→　退職（脱退）後、年金及び一時金を選択

満65歳までに２年以上掛金を積み立て
→　 退職（脱退）後、年金・医療保険・終身保険

及び一時金を選択

共済定期保険
　加入者の多様な保障ニーズに応えて、遺族年金や短期給付などの公的保障制度を補完する制度です。
　コースの体系は次のとおりです
　前期募集では「家族年金コース」・「医療保障コース」及び「学校加入コース」の申し込みとなります。

申し込み方法
　積立共済年金は「新規加入」と「コース加入・口数変更（増口・減口）」の申し込みを受け付けます。
　共済定期保険については「新規加入」の申し込みのみ受け付けます。
　 申し込みにあたっては、パンフレット及び共済事務担当者保管の「共済定期保険事業関係約款」に記載されている
加入者資格（告知内容）、支給条件等を確認のうえ、お手続きください。

　 送付先　〒113-8441　東京都文京区湯島１－７－５　　私学事業団　福祉部保健課貯金係

※ すでに加入されている方の内容変更等の申し出については、積立共済年金は前期（６月）及び後期（11月）申込期間内、
共済定期保険は後期（11月）申込期間内のみとなっています。

加入者が死亡又は高度障害になった場合、一時金又は年金を給付します。
独身の方もご加入いただけます。（配当金を還元）

家族年金コース
（主契約です）

「配当金」：年度毎に収支計算し、剰余金が生じた場合は配当金を還元します。
　　　　　（平成18年度配当率「家族年金コース」・「学校加入コース」42.17％、「医療保障コース」45.96％）

学校法人等が保険料を負担し、加入者への弔慰金等を支給するなど福利厚生制
度を充実させることを目的としています。（配当金を還元）

学校加入コース

病気やケガで５日以上入院したときの保障（配当金を還元）医 療 保 障 コ ー ス

日帰りからの入院も保障　その他手術、女性疾病にも対応医療費支援コース

がん・急性心筋梗塞・脳卒中になったときの保障３大疾病保障コース

病気やケガで長期の休職となったときの保障長期休業補償コース

募
集
は
後
期（
11
月
）で
す

※ より詳しくお知りになりたい教職員の方々に、学校に訪問して説明会を開催いたします。ご希望の場合は、福祉
部保健課貯金係までお申し出ください。
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）

積立貯金の締め切り

　前期募集の締め切りは５月23日（金）必着です。
　また、貯金関係書類送付先の私書箱が５月７日から下
記のとおり変更になります。お手数ですが締め切り間際
の送付については、必ず変更後の住所に送付をお願いい
たします。
〒101-8709　日本郵便神田支店私書箱第103号

私学事業団　共済事業本部　福祉部保健課貯金係

海外研修旅行の申し込み締め切り

　夏期コースの参加申し込み受け付けは６月６日（金）
必着です。各コースとも定員は30名で、定員を超えた場
合は抽選となります（先着順ではありません）。
　詳しくは、本誌４月号（vol.124）をご覧ください。

永年勤続加入者直営施設利用優待券の送付

　永年勤続加入者直営施設利用優待券と対象加入者一覧
表を、５月21日に学校法人等あてに送付いたします。対
象となる加入者の皆様にお渡しいただくよう、お願いい
たします。
※ 対象となる加入者は、４月１日現在50歳以上で加入者
期間（任意継続加入者期間を除く）を25年以上有する
方です。

加入者向広報「レター」５月号
私学共済ブック2008〔保健・宿泊編〕等の送付

　加入者向広報「レター」５月号などを５月下旬に学校
法人等あてに送付します。
　送付物は、４月末現在の加入者数（後期高齢者医療制
度の被保険者となった人を除く）でお送りします。加入
者に配付する前に、送付された部数を確認してください
（もし部数が不足している場合は、広報相談センター広
報班までご連絡ください）。
　今回の主な送付物は次のとおりです。
◆加入者向広報「レター」５月号
◆私学共済ブック2008〔保健・宿泊編〕
◆年金者向広報「共済だより」第31号
◆積立共済年金パンフレット
＊ その他、積立共済年金や共済定期保険の申込書など

共済業務
〒113 - 8441
文京区湯島１-７-５
☎03（3813）5321（代表）
http://www.shigakukyosai.jp/

磁気媒体による標準給与基礎届（定時決定）
の報告を希望するとき

　私学共済事業ホームページの「磁気媒体作成機能操作
説明書」等を使用して作成してください（「事務担当者
コーナー」→「磁気媒体での申請」）。このプログラムに
は、学校法人等で作成した磁気媒体の仕様に不備がない
かチェックする機能を導入しています。提出する前に、
作成した磁気媒体を必ずチェックをし、送付状及び必要
事項を記載したラベルを磁気媒体に添付して提出してく
ださい。磁気媒体で報告すると、翌年から従来の用紙は
送付いたしません。磁気媒体による報告を取り止める場
合は、文書により申し出てください。

平成20年度第１回私学共済事務担当者連絡会の開催

　６月４日（水）から６月26日（木）にかけて平成20年
度第１回私学共済事務担当者連絡会を開催します。会場・
日程等につきましては次号及び私学共済事業ホームペー
ジでご連絡いたします。

５月の共済業務スケジュール
２日（金） 貸付 送金

５日（月） 貸付 ４月分定期償還期限

９日（金） 貯金 払込期限（必着）

15日（木） 貸付 申込・任意償還申出締切

20日（火） 貯金 送金　

22日（木） 貸付 送金

23日（金）
貯金 前期加入申込・払戻・解約請求締切
積立共済年金 脱退申出等締切

28日（水）
掛金 ４月分掛金口座振替（自振校のみ）
貸付 ５月分定期償還口座振替（自振校のみ）

30日（金） 貸付 翌月23日送金申込締切

２日（月）
掛金 ４月分納期限
貸付 送金
積立共済年金・共済定期保険 前期加入申込開始

５日（木） 貸付 ５月分定期償還期限

10日（火） 貯金 払込期限（必着）

13日（金） 貸付 申込・任意償還申出締切

６月の共済業務スケジュール

　共済事業本部の代表電話がつながりにくい状態に
なっており、ご迷惑をおかけしております。とく
に、月曜日や午前中は電話が大変混雑しております
ので、ご了承ください。
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INFORMATION

学校法人基礎調査の提出について
ご協力をお願いします

５月15日（木）提出締切
　①学校法人の概要関係
　②学生・生徒・児童・幼児数及び志願者数（大学等部門）
５月30日（金）提出締切
　①大学等専任教職員等個人票関係（大学等部門）
　②入学試験区分別入学志願者等学生数一元化関係
　③ 学生・生徒・児童・幼児数及び志願者数（高等学校

等部門）

　④学生・生徒・児童・幼児一人当たりの納付金
　　　高等学校・中等教育学校・中学校・小学校・
　　　幼稚園・専修学校・各種専門学校
　⑤役員数・役員個人票
　⑥編入学及び通信教育に係る学生数等
　⑦教員・職員数
　⑧土地・建物面積等
　※ 詳しくは、４月４日に各学校法人にお送りした平成

20年度学校法人基礎調査「操作マニュアル・入力要
領」（P32～33）をご覧ください。

　　　　　　　　　私学経営情報センター　私学情報室
　　　　　　　　　☎03（3230）7840～43
　　　　　　　　　Ｅメール　k-chousa@shigaku.go.jp

職員の（　）内は前職
◆役　員
　理事
　退　任 長　井　孝　介

（平成20年３月31日付）
　新　任 長　田　紀久子

（平成20年４月１日付）

　理事（非常勤）
　再　任 関　口　　　修

（平成20年４月１日付）

◆参　与
　退　任　 西　尾　典　眞

（平成20年３月31日付）
　新　任 鎌　田　　　徹

（平成20年４月１日付）

◆運営審議会委員
　再　任 黒　田　壽　二

（平成20年３月１日付）

◆共済運営委員会委員
　再　任 大　沼　　　淳

（平成20年４月１日付）

◆本部職員（平成20年４月１日付）
　企画室長 谷　口　正　一

（福祉部長）
　総務部長 西　野　宏　明

（助成部次長）
　 私学経営情報センター長
　兼システム管理室次長事務取扱
　兼私学経営情報センター次長事務取扱
 西　井　泰　彦

（私学経営相談センター長）

　融資部長 添　野　安　聖
（私学情報部次長）

　数理統計室長 末　次　徳太郎
（広報相談センター付）

　年金部長 北　潟　繁　一
（施設部長）

　福祉部長 猿　渡　秀　樹
（年金部長）

　施設部長 髙　橋　正　友
（主計課長）

　企画室参事〔年金・企画担当〕
 小　沼　良　一

（総務部参事〔制度担当〕）
　企画室参事〔共済業務担当〕
 千　本　英　治

（貸付課長）
　総務課長 谷　地　明　弘

（経理第一課長）
　総務部参事〔総務担当〕
 佐　藤　　　周
（私学経営相談センター参事）

　総務部参事〔労務担当〕
 山　本　一　裕

（総務課課長補佐）
　監査班長 北　村　修　一

（法務・監査班長）
　主計課長 八　田　晴喜代

（契約課長）
　経理第一課長 田　中　裕　介

（経理第一課課長補佐）
　契約課長 荒　井　伸　也

（企画室主幹）
　システム管理室参事
 神　　　幸　雄

（データベース課長）
　経営支援室長 田　辺　和　秀

（経営支援室主幹）

　私学情報室長 堀　　　敏　明
（経営支援室長）

　私学経営情報センター参事
 比留間　　　進

（情報支援室長）
　私学経営情報センター参事
 佐　藤　茂　樹

（情報サービス課長）
　私学経営情報センター参事
 　宇　山　　　悟

（東京臨海病院副事務部長）
　融資課長 熊　谷　賢　次

（融資班長）
　補助金課長 佐　藤　直　也

（総務課長）
　数理統計室参事
 松　澤　秀　彦

（数理班長）
　短期給付課長 宮　川　正　樹

（相談班長）
　掛金課長 高　村　雅　一
（私学経営相談センター参事）

　年金第一課長 國　井　季　樹
（短期給付課長）

　貸付課長 高　橋　大　平
（総務部参事〔労務担当〕）

　広報班長 大　森　日出夫
（統計調査班長）

　相談班長 宅　間　裕　子
（年金第一課長）

◆東京臨海病院　院長
　退　任 今　井　壽　正

（平成20年３月31日付）
　新　任 山　本　保　博

（平成20年４月１日付）

人 事 異 動人 事 異 動

助成業務
〒102 - 8145
千代田区富士見１-10-12
☎03（3230）1321（代表）
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編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7810～ 11　（企画室）

（禁無断転載）　
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融資事業のご案内

校舎・園舎の整備に、事業団融資のご利用を！校舎・園舎の整備に、事業団融資のご利用を！

ご相談はお早めにどうぞ 問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資課　☎03（3230）7861～67
Ｅメール yushi@shigaku.go.jp

◆融資金利表（平成20年５月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置2年）

10年以内
（据置年数含む）

6年以内
（据置年数含む）

校（園）舎、体育館、講堂、
遊戯室等の建築事業等並び
に校（園）地の買収事業等

（一般施設費）

年％

2.0

年％

1.4

年％

1.3
寄宿舎、国際交流会館、セ
ミナーハウス等の建築事業
並びに当該施設建築のため
の土地買収事業等

（特別施設費）

2.1 1.5 －

校教具、通園バス等
※幼稚園、特別支援学校、
専修学校が対象
（教育環境整備費）

－ －
5年6か月以内

（うち据置6か月）

1.1
大型設備・情報技術整備等

（教育環境整備費） － 1.4 －
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※ 上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象とな
ります。

私学事業団融資は、
長期借入・固定金利・元金据置（最大２年間）・
元金均等返済です。

○校舎、園舎等の施設の建築（改修も含みます。）
○校地、園地の購入
○機器備品の購入

「安心で、安定感ある返済」が実現する
事業団融資のご利用をご検討ください。

金　沢 兼　六　荘 〒920-0918　金沢市尾山町6-40　☎076（232）1239
http://www.kenrokusou.com/

宿泊施設のご案内
http://www.shigakukyosai.jp/
インターネットで宿泊予約ができます。

ビジネス・合宿・ゼミなどに「兼六荘」

宿　　泊（62室）
シングル・ツイン・トリプルルーム
LAN回線・ウォシュレット完備

会議室（70㎡）
分割利用もできます

和食処「尾山甚平」
料亭つば甚直営、老舗の味

宴　会　場（49畳）
人数・ご予算に応じて
承っております

合宿・ゼミに最適
スクールプラン（ツインルーム利用）

１名様 １泊２食  6,500円

ビジネスプラン（シングルルーム限定）

１名様 １泊朝食  5,500円

　兼六荘は、金沢城公園周辺に位置し、静かで寛
ぎやすいのが定評です。駐車場も併設し、館内ご
利用のお客様は駐車場料金が割引となります。
　お食事は金沢の老舗料亭つば甚直営「尾山甚平」
でご用意いたしております。


